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問題と目的

本研究は,「非認知能力の育成に向けた特別活動の国際化と質
保証に関する研究～日本型教育先進地エジプトにおける
Tokkatsuの効果検証～」の一環として行ったものである。

エジプトの小学校で導入・実施されている特別活動
（Tokkatsu）の現地化の実態を調査し,個人と社会のウェル
ビーイングを支える要素ともいわれる非認知能力に与える影響
を明らかにする。

本発表では,インタビューの発言内容から,エジプトの教師と
子供たちが学級会の実践を通じて得たことを分析する。認識の
違いや共通点を探ることで,非認知能力との関連を考察する。



調査方法及び内容

調査対象：
〇学級会の実践を行ったエジプトの教師2名

（教員歴:5年目と14年目）
〇学級会の実践を受けた子供たち6名

（10歳:2名,11歳:1名,12歳:1名,14歳:2名）

分析方法：
学級会後にインタビューを実施し,発言内容をカテゴリー分

析の対象とした。カテゴリーの分類，設定の際には，M-
GTA(木下2007)の手法を参考にしながら，1 概念化(文の意味
のまとまりで分類)，2 カテゴリーの統合(概念を整理)，3 確認，
4修正，5 再確認，という手順で行った。



調査方法及び内容

１．インタビューガイド（教員用）

①調査対象者の基本情報について

・生年

・職歴

（勤務年数、役職、担当教科、現在の勤務校への着任年度）

・学級会の指導の経験について



調査方法及び内容

②学級会について

・率直に言って話合い活動は好きですか？

・どんなところが好きですか／よいと思いますか？

・どんなところが難しい（指導が難しい）と思いますか？



調査方法及び内容

・話合いを通して、子どもたちにどのような力がついてきたと思いますか？

＊実生活で応用できるような分析力、問題解決力、意思決定力はどの程度身についてきたと思いますか？

＊コミュニケーション能力、交渉力、関係構築力や、より周りの他者に対する配慮ができるような力はどの程度身についてき
たと思いますか？

＊責任感や自律心はどの程度身についてきたと思いますか？

・話合いを通して、クラスがどのように変わりましたか？

＊同じ学級に所属するクラスメートに対して、共に助け合い学び合うメンバーとしての配慮は、学期はじめに比べてどのよう
に変わりましたか？

＊共に助け合いながら、意見や経験を共有して一緒に学んでいく関係は、学期はじめに比べてどのように変わりましたか？

・他の教科における指導に変化がありましたか。
*学期はじめに比べて教科の学習に集中して、クラスが取り組むことが出来るようになったと感じているところはどんなとこ

ろですか?

*学期に比べて児童との良好なコミュニケーションと関係性が深まったと感じているようになったところはどんなところです
か



調査方法及び内容

２．インタビューガイド（児童用）

調査対象者の基本情報について

・生年・性別

学級会について

・話合い活動は好きですか？

・どんなところが好きですか？どんなところが好きではありませんか？

・クラスでどんなテーマで話合いをしてみたいですか？



調査方法及び内容

・どんなところが自分のためになっていると思いますか？

＊１ あなたは学級会でクラスのメンバーの気持ちも考えるようになりまし
たか？
＊２ あなたはみんなで話し合って決めたことについて、一生懸命取り組む
ことができるようになりましたか？

・どんなところがクラスのためになっていると思いますか？

＊３ 学級会を行ってきたことで、クラスのみんなはお互いの気持ちを気遣
うようになってきたと思いますか？
＊４ 学級会を行ってきたことで、クラスのみんなはクラスに対して役立と
うと思うような気持ちを持つようになってきたと思いますか？
＊５ 学級会を行ってきたことで、クラスのみんなは、お互いに助け合いな
がら、一緒に活動することができるようになってきたと思いますか？



調査方法及び内容

【計画委員会（議長等）を担当した児童に対する追加質問】

・司会等をやってみてどんな気持ちでしたか？

・クラスの役に立っていると感じましたか？

・また司会等をやってみたいですか？



結果及び考察 【子供たちの発言内容】



結果及び考察 【教師の発言内容（成果）】



結果及び考察 【教師の発言内容（課題）】



結果及び考察 【教師と子供たち（両者の発言に見られるもの）】

①役割意識の向上
・リーダーシップの発揮や,責任感,学級会での役割など,集団で与えられた役割
を前向きに実行しようとする意識が育まれていると思われる。

②集団で協力することのよさ
・協力して活動することの良さを感じていることがうかがえる。また,協力し
て活動することを通じて,教師も子供たちも主体性を発揮できるようになった
ことを実感している。
・自分たちで生活をよりよいものにしようとする意識の向上が見られ,集団の
問題解決能力の向上に繋がっていると考えられる。
・協力するよさをとても感じており,他者への意見を聴きながら活動すること
で,共感力を育んでいることがうかがえる。

③人生につながる力（ライフスキル）の向上
・人生に役立つ力（非認知能力）を得ていることを実感している。



結果及び考察 【教師と子供たち（感じ方に違いがある点）】

①学力について

〇教師

学力の向上を実感している。特に,教科横断的な学びに繋がっている
ことも実感している。学級会を通じて学んだことを,他の教科でも生か
そうとしていることがうかがえる。

間接的に学級会の取り組みが学力向上に影響していると考えている。
分析力や,問題解決力など,非認知能力の向上を実感している。

〇子供たち

教科の学力向上については実感していない。教師の視点よりは少ない
が,他者との協調性やリーダーシップ,コミュニケーション力など,非認知
能力を得ていることが発言から随所にうかがえる。



結果及び考察 【教師と子供たち（感じ方に違いがある点）】

②教師の指導について

〇教師

学級会の進め方に戸惑いを見せている。どの程度介入した方が良いの
か悩んでいる。経験不足やイメージ不足が原因だと思われる。また,子
供たちがどのような非認知能力を得たのかを分かっていない部分もある。
保護者や特活専門教師などの連携に悩んでいる様子もうかがえる。

〇子供たち

「介入はいらない」とする意見と,「必要」とする意見と分かれている。
議論が逸れたり,騒がしくなった時など部分的な介入を望んでいると考
えられる。しかし,基本的な教師の在り方として,介入せずに見守ってほ
しいことを望んでいることが考えられる。
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